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近年、異種の原子層物質同士を積層させた、原子層ヘテロ積層構造が大きな注目を集めている。

特に、VI族原子層遷移金属ダイカルコゲナイドを積層したヘテロ積層構造は、電子と正孔が層間

にまたがった層間励起子由来の発光を示し、その寿命・バレー寿命は単層のそれと比べ 1000倍を

超えることなどから、二次元系における励起子物性探索の場として急速に研究が進んでいる。[1][2]
 

この原子層ヘテロ積層構造は、各層の相対角度および並進の自由度という構造の自由度を持っ

ている。これらの自由度はそのバンド構造、ひいては光学特性等に大きな影響を及ぼすと考えら

れるが、特に、並進が物性に及ぼす影響を実験的に明らかにした例はない。そこで、本研究では、

この結晶の並進の自由度による原子層ヘテロ積層構造の基礎的な光学特性の変化を調べることを

目的とした。 

対象とする原子層ヘテロ積層構造は、WS2/MoS2 ヘテロ積層構造とし、hBN 保護かつ積層角度

を制御したヘテロ積層構造を化学気相成長(CVD)法と乾式転写法を用いて作成した。図 1 に、作

成したヘテロ積層構造の発光特性を示す。同一の積層角度(60度)をもつヘテロ積層構造において、

層間励起子由来の発光に約数十 meV のシフトが現

れた。この由来を探るべく、第一原理計算を行い、

実験事実との比較を行った結果、この双方の発光特

性を示す構造には層間距離の変化が生じているこ

とがわかった。 

当日は、これら並進の自由度による発光特性の変

調とともに、DFT 計算による並進の自由度とバンド

構造の関係性について議論する予定である。 

 

[1] P.Nagler et al., 2D Mater., 025112 (2017). 

[2] P.Rivera et al., Science, 688 (2016). 

 

図 1. 作成した原子層ヘテロ積層構造の常温にお

ける発光特性. 
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